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紀宝警察署協議会議事録 

令和５年度第２回紀宝警察署協議会

日　　時 令和５年10月２日（月）午後２時～午後４時 
場　　所 紀宝警察署３階会議室

 １　警察署協議会　５名 
  　　奥西誠人委員、大峪やす子委員、芝安博委員、

出 席 者
 　　星山美穂委員、山中富行委員 

　　 ２　警察署　６名 
　　署長、副署長、会計課長、警務係長、生活安全刑事課長、
　　地域交通課長

傍聴者数 なし　

公開・非公開の別 公開　

議 事 概 要

１　警察署長挨拶 
２　管内概況説明（警察署長） 
　　(1)  遺失・拾得届の受理状況 
　　　「本年８月末現在の遺失届の受理件数は189件（前年同期比－19件）、
　　拾得届の受理件数は180件（前年同期比－45件）である。」旨説明した。 
　(2)　　警察安全相談の受理状況 
      「本年８月末現在の警察安全相談の受理件数は356件（前年同期比＋
　　23件）で、主に特殊詐欺に関する相談、家族や近隣トラブルに関する
　　相談、交通取締り要望などがある。」旨説明した。 
    (3)　　人身安全関連事案の認知件数 
　　　「本年８月末現在のＤＶ事案は６件（前年同期比＋１件）、ストー
　　カー事案は３件（前年同期比-２件）、児童虐待事案は15件（前年同　
　　期比＋11件）、高齢者虐待事案は２件（前年同期比－１件）である。」

 　　旨説明した。
　　(4)　　不審者通報件数 
　　　「本年８月末現在の不審者通報件数は３件（前年同期比±０件）で
　　ある。」旨説明した。 
　　(5)　　非行少年の情勢 
　　　「本年８月末現在の非行少年は３人（前年同期比＋３人）で、不良
　　行為少年は７人（前年同期比＋３人）である。」旨説明した。 
　　(6)　　刑法犯認知件数・検挙件数 
      「本年８月末現在の刑法犯認知件数は44件（前年同期比+14件）、刑
　　法犯検挙件数は45件（前年同期比＋27件）である。」旨説明した。 
　　(7)　　特殊詐欺の認知件数 
      「本年８月末現在の特殊詐欺被害の認知件数は２件（前年同期比+１
　　件）である。」旨説明した。 
  (8)　　110番通報の受理件数 
　　　「本年８月末現在の110番通報の受理件数は295件（前年同期比＋20
　　件）で、そのうち、交通関係の通報が約33％を占めている。」旨説明
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 　　した。
    (9)　　交通事故発生件数 
      「本年８月末現在の交通事故発生件数は219件（前年同期比＋28件）
　　である。」旨説明した。 
　　(10)　 災害発生状況 
      「本年８月末現在の災害発生件数は０件（前年同期比±０件）であ
　　る。」旨説明した。 
３　紀宝警察署協議会委員からの要望等による活動 
　(１)　　老人クラブに対する交通安全・防犯に関する広報啓発活動 
　(２)　　高校生に対する交通安全・防犯に関する広報啓発・警察官採用募集

 　　活動
　(３)　通学路における交通安全見守り活動 
４　協議内容 
　　(１)　　パトロール要望について 
　　＜委員＞　紀宝町深田の球場内にあるベンチの小窓が割られていたの

 　　　　　　で、パトロールをお願いしたい。
    【署長】　いただいた御意見を基に、パトロールを実施する。 
　　(２)　 水難事故防止について 
　　＜委員＞  先日、熊野市紀和町の河川で、１名が流され亡くなった。 
　　　　　　　地元住民と警察等が協力して水難事故を防げないか。 
　　【署長】　地域住民、関係機関等と連携を図るとともに、増水など危
　　　　　　険情報を把握した時には広報を実施するなど、水難事故防止
　　　　　　に取り組んでいる。 
　　(３)　　道路使用許可について 
    ＜委員＞　通学時間帯の通学路に工事用車両が駐車されていると、通

 　　　　　　学の妨げになることがある。
　　　　　　　また、ガードマンが配置されていない時もあるので危険で

 　　　　　　ある。
    【地域交通課長】　基本的には、通学時間帯を避けて道路使用許可を
　　　　　　申請する場合が大半であるが、終日にわたる工事もあり、通
　　　　　　学時間帯に及ぶこともある。 
              工事現場にガードマンの配置がないと、安全義務違反とな
　　　　　　る場合もあるので、しっかり指導していく。 
  (4)  飲酒検問について 
     ＜委員＞　地域住民から、もっと飲酒検問をして欲しいとの声がある

 　　　　　　ので、お願いしたい。
    【地域交通課長】　現在、生活道路を中心に検問を実施しているとこ
　　　　　　ろであるが、今後、顕示効果の高い大規模検問も併せて実施
　　　　　　していく。 
  (5)  自転車乗車時のヘルメット着用について 
     ＜委員＞　現在、自転車に乗っている高校生の大半がヘルメットを着

 　　　　　　用していないので、注意をしてもらいたい。　
     【地域交通課長】　現在、ヘルメット着用は努力義務となっているが、
　　　　　　広報啓発によりヘルメットの着用を促進していく。 
　　(6)　　地域行事を開催する際の交通安全について 
     ＜委員＞　「たばらして」という地域行事で子供たちにお菓子を配っ
　　　　　　ているが、子供達が道路を走るなど、危険なので指導して欲
　　　　　　しい。 
　　【地域交通課長】 行事開催の際には、関係機関と連携して交通事故防
            止を図るとともに、パトロールも強化していく。 
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　　(7)　　特殊詐欺について 
　　＜委員＞　特殊詐欺と思われる不審な電話や、メールが増えているが、

 　　　　　　対策を教えてほしい。
    【署長】  特殊詐欺の被害防止対策として、不審な電話がかかってき
　　　　　　てもかけ直さないことが大事である。 
　　　　　　　不審に思った時点で警察に相談してほしい。 
５  警察署長謝辞 
６  交通安全教育教材の体験

備　　考 報道機関４社４名　　　　　　　　　　　


